
 

生きるということ？一つの命を大切に！ 
６月３０日（月）～７月６日（日）は、『長崎っ子の心を見つめる教育週間』でした。 

６月３０日（月）、「命についての講話」を行いました。『はなちゃんのみそ汁』という本の読み聞か

せを行いました。お母さんを５歳で亡くしたはなちゃんがお父さんと一緒に力強く生きているお話で

す。お母さんは、亡くなる前、はなちゃんにたくさんのことを繰り返し真剣に教えてくれました。みそ汁

づくりの他に、洗濯物を干したり、畳んだり、お掃除、靴ならべ、保育園の準備など。お母さん

は、自分がいなくなってもしっかり生きてほしいという願いがあったのでしょう。お母さんを亡くし、元気がなかったお父さんをはなち

ゃんは、みそ汁を作ってあげて励ましました。はなちゃんが６年生になり、谷川俊太郎さんの「生きる」という詩を学びました。そこで

作った詩を紹介しました。「生きているということ いま生きているということ それは料理を作れるということ それは歌を歌えるとい

うこと それは友達と遊べるということ それはしゃべれるということ いま幸せであるということ」今できるすべてのことは、生きてい

るからこそできることであり、そこに幸せがあることをお話しました。その後、子どもたちは、学級でそれぞれに「生きる」ということに

ついて考えを深めることができました。 

毎日の「目の前の子どもの姿そのもの」が「生きるということ」であり、『幸せ』ではないでしょうか。ご家庭、地域でも、子どもた

ちの命の輝きを見つめ、大いに褒め、認めてあげてください。些細なことにも、命の輝きはきっとあります。いいことばかりでなく、

失敗したり、くじけたり、時には、病気で苦しんだり。その中にも、必死に生きる『命』があると思います。『大切な一つの命』で

す。大切な宝をみんなで育てたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

７月３日（木）、授業参観で道徳の授業を行いました。「家族の温かさや優しさを大切に思う心」「友達のことを考えやさしくす

る心」「自分・家族・友達を大切に思う心」「進んで働き、命を輝かせる心」「生きる喜びを考え、よりよく生きようとする心」それぞ

れの学年で命を大切する心について深く考えることができました。 

授業参観を中心に多くの方々に御来校いただき、子どもたちの心に寄り添っていただいたことに感謝申し上げます。今後も

子どもたち一人一人の命を輝かせることができるよう、御支援御協力をよろしくお願いいたします。 

1 学期が終わりました！ 
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     ８・９月行事      
１日（金）少年の日 

※4 日（月）学校閉庁日（９日振替休日のため） 

９日（土）全校登校日、平和集会 

（９時登校、11 時２０分下校） 

ＰＴＡ親子レクリエーション（～10 日） 

 １１日（月）山の日 

※１２日（火）～１５日（金）学校閉庁日 

１７日（日）家庭の日 

３０日（土）ＰＴＡ奉仕作業（７時３０分～） 

 

 【９月主な行事】 

１日（月）始業式（11 時 05 分下校、給食なし） 

１０日（水）夏休み作品展（～１２日） 

１２日（金）授業参観・懇談会 

 ※教育委員会スクールバス説明（15：00～15：20） 

　早くも、1学期終業式の日を迎えました。山田小学校では、今年

度、『つながる』を合言葉に加え、毎日、自分たちの目標を振り

返りながら「挑戦」を自分の成長に「つなげる」ことを頑張って

きました。子どもたちは、元気に登校し、多くのことに『挑戦』

し、大きく成長することができました。できることが増え、たく

さん褒めてもらい、自信にもつながっています。保護者・地域の

皆様には、本校の子どもたちのために多くの御支援御協力をいた

だき、誠にありがとうございました。

～見守りをしっかりお願いします～
明日から、４４日間の夏休みに入ります。今年度の海開きは、早

崎（トボス）海水浴場・御崎浦海浜公園海水浴場ともに7/19～

8/15です。また、夏休み中は、観光客も増え、道路の危険も増し

てきます。子どもたちが安全かつ安心して地域や家庭での生活が

できますように、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。


